
少 連 協 ニ ュ ー ス（1）令和元年 9月 30 日 第 64 号

　

少
年
団
体
連
合
協
議
会
の
皆
様
に
は
、
日

頃
よ
り
「
子
ど
も
を
真
ん
中
に
」
の
理
念
の

下
、
子
ど
も
の
成
育
環
境
向
上
に
多
大
な
る

ご
尽
力
を
頂
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
心
よ

り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
の
新
時
代
を
迎
え
た
こ
の
時
に
、
た

く
さ
ん
の
出
会
い
を
頂
い
た
こ
と
は
、
大
き

な
宝
で
あ
り
嬉
し
く
思
う
と
こ
ろ
で
す
が
、

一
方
で
、
事
務
局
と
し
て
の
重
責
に
背
筋
が

伸
び
る
思
い
で
も
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
町
の
い
た
る
路
地
に
子
ど
も
の
声

が
響
き
渡
っ
て
い
た
時
代
は
は
る
か
遠
く
、

今
や
子
ど
も
が
い
る
世
帯
は
４
分
の
１
を
下

回
り
、
平
均
世
帯
人
員
も
３
人
を
割
っ
た
そ

う
で
す
。
子
ど
も
達
は
、
多
く
の
人
々
と
交

流
し
な
が
ら
様
々
な
経
験
を
重
ね
る
こ
と
で
、

将
来
に
夢
や
希
望
が
持
て
る
よ
う
に
な
り
、

ひ
と
の
痛
み
も
分
か
る
大
人
に
な
っ
て
い
く

の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
う
考
え
ま
す
と
、
地

域
の
皆
様
の
力
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て

く
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
ど
も
も
、
子
ど
も
達
の
た
め
、
地
域
の

活
性
化
の
た
め
、
皆
様
と
手
を
携
え
て
進
ん

で
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
指
導
の

ほ
ど
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
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▲山本会長から委嘱された大塚代表

入
門
講
座
」、「
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研

修
会
夏
の
宿
泊
キ
ャ
ン
プ
」
と
続
く
恒

例
の
事
業
で
あ
る
。

　

御
殿
場
キ
ャ
ン
プ
場
を
ベ
ー
ス
に
異

年
齢
集
団
行
動
と
コ
ミ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力
を
学
ぶ
体
験
活
動
は
、
貴
重
か
つ
有

益
な
事
業
で
あ
る
。
受
託
事
業
と
し
て

責
任
あ
る
行
動
と
成
果
を
挙
げ
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

受
託
事
業
の
重
責
を
謙
虚
に
受
け
止

め
、
ス
キ
ー
ム
を
共
有
し
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
を
発
揮
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
を
総
括
し
て
次

年
度
に
生
か
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

１
６
０
名
の
青
少
年
が
寝
食
を
共
有

す
る
４
日
間
は
意
義
深
い
。
ア
ウ
ト
ド

ア
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
は
貴
重
な
経
験

値
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

い
ま
上
期
の
受
託
事
業
は
少
連
協
の
人

材
育
成
に
繋
が
り
、
学
び
と
尊
重
し
合

う
大
き
な
事
業
で
あ
る
。
少
連
協
の
総

力
を
挙
げ
て
結
束
す
る
有
効
な
機
会
で

も
あ
る
。
地
少
協
、
学
校
、
教
育
委
員

会
、
関
係
諸
機
関
の
連
携
と
支
援
が
前

年
を
上
回
る
成
果
に
繋
が
っ
た
。

表
よ
り
力
強
い
抱
負
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
場
所
を
第
一
ホ
ー
ル
へ
移

し
、
懇
親
会
が
行
わ
れ
、
１
１
４
名
の

参
加
者
に
よ
り
区
歌
「
わ
が
ま
ち
足

立
」
斉
唱
、
山
本
会
長
よ
り
総
会
の
報

告
、
令
和
元
年
を
迎
え
、
足
立
区
の
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
よ
り
一
層
一
致

団
結
し
て
頑
張
ろ
う
と
の
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。

　

近
藤
や
よ
い
足
立
区
長
、
定
野
司
教

育
長
は
じ
め
多
く
の
来
賓
の
皆
様
か
ら

温
か
い
励
ま
し
の
お
言
葉
を
頂
き
終
始

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
令
和
元
年
度

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

（
副
会
長　

四
宮　

淳
司
）▲近藤やよい区長をはじめ皆さんで区歌斉唱

　

こ
れ
か
ら
下
期
を
、
現
状
と
理
想
の

可
視
化
を
テ
ー
マ
に
活
動
し
た
い
。
具

体
的
に
は
思
考
を
深
め
少
連
協
の
実
践

と
改
善
に
務
め
る
こ
と
。
他
責
思
考
と

自
責
思
考
の
課
題
に
取
組
み
、
少
連
協

の
あ
る
べ
き
姿
を
追
い
求
め
た
い
。

　

上
期
の
順
調
な
推
移
に
、
見
え
ざ
る

マ
ン
パ
ワ
ー
の
存
在
が
大
き
い
。
敬
意

を
表
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
全
て
の

関
係
機
関
に
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
、

下
期
に
向
け
て
チ
ー
ム
少
連
協
の
、
新

た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
い
。

　

令
和
元
年　

５
月
18
日　

勤
労
福
祉

会
館
（
綾
瀬
プ
ル
ミ
エ
第
二
洋
室
）
に

お
い
て
少
連
協
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

山
本
会
長
よ
り
令
和
元
年
度
活
動
方

針
が
発
表
さ
れ
、
時
代
の
変
化
と
共
に

進
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
昨
今
、「
心

豊
か
で
優
し
い
輝
く
元
気
な
子
ど
も
」

を
活
動
の
使
命
と
し
て
、
事
業
展
開
し

て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
に
は
、
松
野
美
幸
子
ど
も
家
庭

部
長
、
下
河
邊
純
子
青
少
年
課
長
、
羽

住
敏
久
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
会
長
に

ご
出
席
を
頂
き
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
新
常
任
理
事
紹
介
、
感
謝
状
、
表

彰
状
贈
呈
と
続
き
、
最
後
に
本
年
度
ジ

ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ
大
塚
琴
音
代

「
心
豊
か
で
優
し
い
輝
く
元
気
な
子
ど
も
」
に

足
立
区
少
年
団
体
連
合
協
議
会
・
定
期
総
会

足
立
区
か
ら
の
受
託
事
業
の

取
り
組
み

　
～
Ａ
ｓ 

ｉ
ｓ 

＆ 
Ｔ
ｏ 
ｂ
ｅ
～

　
足
立
区
少
年
団
連
合
協
議
会

会
長　

山
本　

輝
夫

　

２
０
１
９
年
度
の
事
業
方
針
が
承
認

さ
れ
令
和
元
年
度
が
始
動
し
た
。
少
連

協
は
「
悩
む
よ
り
考
え
よ
」
と
進
化
を

続
け
て
い
る
。

　

上
期
の
幕
開
け
は
「
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー

ダ
ー
研
修
会
」
に
始
ま
り
、「
育
成
者
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０
０
人
弱
の
組
織
で
、
綿
々
活
動
継
続

し
て
い
ま
す
。

　

親
た
ち
の
意
識
も
変
わ
り
、
子
ど
も

会
の
運
営
は
、
多
分
に
も
れ
ず
な
か
な

か
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

昔
か
ら
の
「
あ
た
り
ま
え
」
が
あ
た

り
ま
え
で
は
な
く
な
っ
て
い
て
、
今
の

時
代
に
合
っ
た
活
動
へ
変
化
し
て
い
く

必
要
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

青
井
地
少
協
の
活
動
で
は
、
育
成
者

の
入
門
講
座
を
工
夫
し
て
行
い
、
小
学

校
の
先
生
や
、
子
ど
も
会
の
会
長
、
地

元
出
身
の
落
語
家
さ
ん
等
を
講
師
と
し

て
、
実
の
あ
る
企
画
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
青
井
小
と
青
井
中
の

連
携
を
強
め
、
地
域
で
一
貫
し
て
子
ど

も
た
ち
を
見
守
り
、「
青
井
の
子
た
ち

は
生
き
る
力
を
持
っ
て
い
る
な
」
と
、

そ
う
言
わ
れ
る
よ
う
、
知
力
・
体
力
・

折
れ
な
い
心
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
養
っ
て

い
け
る
よ
う
、
常
に
青
井
の
子
フ
ァ
ー

ス
ト
で
団
結
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
少

連
協
の
皆
様
の
ご
支
援
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
よ
り
少
連
協
に
関
わ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
短
い
期
間
で
し

た
が
、
在
任
中
は
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

わ
た
く
し
の
初
め
て
の
原
稿
は
常
任

理
事
新
任
あ
い
さ
つ
で
、
キ
ャ
ン
プ
に

参
加
し
、
自
分
自
身
も
楽
し
み
な
が
ら
、

何
か
を
得
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
い
う

よ
う
な
内
容
で
し
た
。

　

子
ど
も
達
や
ス
タ
ッ
フ
の
み
な
さ
ん

と
数
日
間
一
緒
に
様
々
な
こ
と
を
体
験

で
き
た
こ
と
が
思
い
出
に
残
っ
て
お
り

ま
す
。
子
ど
も
達
よ
り
自
分
自
身
が
一

番
楽
し
ん
だ
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

少
連
協
は
退
任
と
な
り
ま
す
が
、
こ

れ
か
ら
も
引
き
続
き
地
域
の
子
ど
も
達

と
関
わ
り
を
持
っ
て
参
り
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
少
連
協
の

益
々
の
ご
発
展
と
会
員
み
な
さ
ま
の
ご

活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
退
任
の
言
葉

と
い
た
し
ま
す
。

▲新任会長の紹介

　

５
月
の
総
会
で
会
長
に
就
任
し
ま
し

た
坂
田
光
穂
と
申
し
ま
す
。
地
域
で
は

二
ツ
家
本
町
会
の
育
成
部
長
や
開
か
れ

た
学
校
づ
く
り
協
議
会
委
員
を
担
当
し

て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
青
井
地
少
協
は
青
井
小
学
校
、

加
平
小
学
校
区
域
の
こ
ど
も
会
で
組
織

し
て
お
り
、
お
お
む
ね
青
井
中
学
校
区

域
を
活
動
の
範
囲
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
で
設
立
46
年
を
迎
え
、
昔
は
３

０
０
０
人
を
越
え
た
規
模
か
ら
、
現
在

は
５
つ
の
子
ど
も
会
を
中
心
と
し
た
３

少
連
協
退
任
に
あ
た
っ
て

林　

俊
二

青
井
地
少
協
会
長
に

就
任
し
て

坂
田　

光
穂

【
新
年
度
協
議
会
役
員
】

　

会
長
：
山
本
輝
夫

　

副
会
長
：
四
宮
淳
司
、
大
林
英
夫
、

　
　
　
　
　

鈴
木
春
男
、
鈴
木
健
治

　

会
計
：
日
高
佐
和
子
、
下
島
泰
則
、

　
　
　
　

清
水
康
弘
、
足
立
義
之

　

書
記
：
田
中
加
代
、
市
川
元
一

　
　
　
　

今
井
喜
代

　

総
務
部
長
：
小
野
田
み
よ
子

　

調
査
広
報
部
長
：
大
関
英
広

　

事
業
研
修
部
長
：
多
島
三
好

　

育
成
部
長
：
鹿
浜
安
弘

　

会
計
監
事
：
山
崎
金
壽
、
岩
澤
明
美

【
退
任
役
員
】

　

総
務
部
長
：
林�

俊
二

【
新
任
常
任
理
事
】

　

第
二　

鶴
間
昭
子

　

青
井　

坂
田
光
穂

　

上
沼
田　

町
側
尚
則

　

鹿
浜　

鹿
浜
安
弘

【
退
任
常
任
理
事
】

　

第
二　

高
橋
雅
代

　

青
井　

吉
武
史
洋

　

上
沼
田　

堀
内�

厚

　

鹿
浜　

小
林
英
之

　

退
任
さ
れ
ま
し
た
常
任
理
事
の
方
々

に
は
、
こ
れ
ま
で
の
ご
支
援
、
ご
協
力

に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今

後
も
青
少
年
健
全
育
成
に
対
し
、
少
連

協
活
動
に
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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初
日
、
６
月
16
日
（
日
）
舎
人
小
学

校
体
育
館
、
開
講
式
に
は
地
区
対
会
長
、

小
学
校
校
長
、
町
・
自
治
会
長
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
、
青
少
年
委
員
、
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
の
参
観
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

有
澤
通
講
師
、
小
林
湧
樹
助
手
、
ジ
ュ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
よ
り
地
元
中
学
生
の
小
松

月
奈
さ
ん
に
も
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

�「
新
し
い
仲
間
と
仲
良
く
な
ろ
う
」

　

数
種
類
の
ゲ
ー
ム
で
子
ど
も
達
を
縦

横
無
尽
に
動
か
し
班
作
り
を
し
て
い
く

技
術
は
さ
す
が
と
い
う
感
じ
で
す
。

２
回
目
、
６
月
22
日
（
土
）
４
小
学
校

の
一
校
が
午
前
中
授
業
参
観
日
だ
っ
た

の
で
、
午
後
か
ら
の
開
講
に
な
り
ま
し

た
。

�

「
新
し
い
仲
間
と
協
力
し
て
仲
良
く
な

ろ
う
」

　

新
聞
ド
ー
ム
完
成
に
向
け
、
お
互
い

が
細
か
い
点
に
ま
で
気
配
り
し
な
が
ら

作
業
を
し
、
最
後
の
爆
発
後
、
た
く
さ

ん
の
は
じ
け
た
笑
顔
に
は
協
力
で
き
た

満
足
感
が
満
ち
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

３
回
目
、
６
月
23
日
（
日
）

「
み
ん
な
の
前
で
発
表
し
た
り
ゲ
ー
ム

を
指
導
し
て
み
よ
う
」

　

い
よ
い
よ
集
大
成
の
日
で
す
。
今
ま

で
の
元
気
さ
が
少
し
消
え
緊
張
気
味
の

顔
々
…
…
修
了
者
55
名
、
宿
泊
キ
ャ
ン

プ
希
望
者
13
名
、
次
年
度
受
講
希
望
者

22
名
、
閉
講
式
後
、
別
れ
を
惜
し
み
つ

つ
再
会
を
約
束
し
て
い
る
姿
に
引
率
の

育
成
者
も
感
動
し
た
そ
う
で
す
。

　

梅
雨
時
の
開
催
に
天
候
が
心
配
さ
れ

ま
し
た
が
、
雨
に
降
ら
れ
る
事
も
な
く
、

怪
我
も
な
く
無
事
終
了
で
き
ま
し
た
。

（
会
長　

小
野
田　

み
よ
子
）

▲育成者による受付準備 ▲グループ発表の様子

　

第
七
地
少
協
は
、
６
月
15
、
16
日
に

関
原
小
学
校
で
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研

修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
４

～
６
年
生
の
64
名
の
参
加
児
童
が
、
計

３
回
の
研
修
に
臨
み
ま
し
た
。
参
加
者

が
多
い
と
手
伝
い
の
ス
タ
ッ
フ
も
多
く

必
要
と
な
り
負
担
が
増
え
る
の
で
す
が
、

実
際
に
研
修
を
受
け
て
い
る
姿
を
見
る

と
、
多
く
の
仲
間
が
い
る
事
で
楽
し
く

体
験
で
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま

す
。
特
に
、
今
年
の
参
加
児
童
は
、
ふ

ざ
け
て
い
る
様
子
も
な
く
、
一
生
懸
命

に
取
り
組
ん
で
い
る
姿
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
貴
重
な

経
験
を
多
く
の
児
童
に
体
験
し
て
も
ら

え
る
こ
と
を
育
成
者
の
皆
さ
ん
も
と
て

も
喜
ん
で
く
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
６

年
生
は
御
殿
場
の
野
外
宿
泊
キ
ャ
ン
プ

へ
の
希
望
者
が
多
く
、
８
月
の
参
加
を

楽
し
み
に
し
て
い
る
と
の
話
を
聞
き
ま

し
た
。

　

当
地
少
協
も
Ｊ
Ｌ
研
修
会
の
参
加
者

増
の
工
夫
を
定
例
会
で
協
議
し
て
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
学
校
の
協
力
を
い
た

だ
き
、
現
在
の
よ
う
な
「
学
校
に
泊
ま

ろ
う
会
」
と
の
同
時
開
催
形
式
を
取
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
達
は
、
お
米
と
カ
レ
ー
用
の

野
菜
を
参
加
費
代
わ
り
に
持
ち
寄
り
集

合
し
ま
す
。
災
害
用
ベ
ン
チ
を
使
っ
て

の
飯
盒
炊
飯
と
大
鍋
に
カ
レ
ー
を
作
り

ま
す
。
ス
イ
カ
割
り
、
夜
の
学
校
探
検

な
ど
を
楽
し
ん
だ
後
、
体
育
館
で
就
寝

（
ほ
ぼ
雑
魚
寝
状
態
で
す
が
）
で
す
。

興
奮
か
ら
か
、
な
か
な
か
寝
付
け
ま
せ

ん
が
、
翌
朝
は
生
放
送
の
ラ
ジ
オ
体
操

か
ら
活
動
が
始
ま
り
、
朝
食
後
に
研
修

会
に
参
加
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
泊
ま

ろ
う
会
だ
け
の
参
加
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
児
童
が
研
修
会

と
の
同
時
参
加
を
希
望
し
て
い
ま
す
。

　

事
前
の
打
合
せ
、
費
用
捻
出
等
大
変

な
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
が
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
皆
さ
ん
や
多
く
の
方
の
支
え
を
い
た

だ
き
地
少
協
と
し
て
の
活
動
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

（
会
長　

川
下　

勝
利
）

63
名
の
参
加
者
で
始
ま
っ
た
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

●
ワ
ク
ワ
ク
あ
そ
び
塾　
　
　
　
　
　
　
　

舎
人
地
少
協　

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
を
工
夫
し
て

●
学
校
に
泊
ま
ろ
う
会　
　
　
　
　
　
　

第
七
地
少
協　▲ジュニアリーダー

研修会スタート
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　スーパー研修会の「野外調理とテント設営の講習」
では日常よりも少し不便な環境で、実際にテントを立
て食事を作りました。見たり聞いたりするのとは違い
実際にやってみるとテント設営も調理も一人では困難
な作業になります。一人でもできなくはないのでしょ
うが、時間と手間は大変なものになります。ここで力
を発揮するのが「マンパワー」です。
　仲間と力を合わせ、一人では、難しい事でも、お互

いに協力し、どうしたら上手くできるかを一緒に考え
る。講習会では「仲間と力を合わせる事」「考える事」
を学びました。
　スーパー研修会では、「実践力」「思考力」「共生力」
身につけるためのさまざまな活動をしています。
始めは「嫌だ」「大変そう」と思うかもしれませんが是
非参加してみてください。

　小学校4.5.6年生が受講できるジュニアリーダー研
修会を卒業するとジュニアリーダースーパー研修会が
受講できます。令和元年度は、49名が参加しました。
　今までのジュニアリーダー研修会開催の地域の
方々、講師、行政からの告知が実を結びジュニアリ
ーダースーパー研修会の受講生が増えています。
　そこで、その魅力を子ども達から聞いてみました。
　　　　　　　　　　　（アンケート回収率65％）

　区内　エリア・男・女偏ることなく、部活動の合
間をぬってスーパー研修に参加しているようだ。

　参加者側からスーパー研はどのように映っている
のだろうか？

夏の御殿場キャンプ参加目的だけではなく、保護者
の勧めもあるが、小学校で行われたジュニアリーダ
ー研修会が楽しかったという意見が多く、開催者、
講師にとって嬉しい回答が返ってきました。
（因みに御殿場キャンプ参加者は、半数でした）

　同じ課題に向かい互いに認め合い、高め合う仲間
作りを楽しいと思う参加者が半数を超えている。
　体験活動をしながら、地域学年を超えてよい関係
が構築されつつあるようだ。

Ｙｏｕ　ｃａｎ　ｄｏ　ｉｔ！

（指導者クラブ　関口　昌恵）

     学年別 

    エリア別（最寄り駅）   

中1男子

中2男子

中1女子

中2女子

 

 

 

西新井・梅島

綾瀬

江北・扇

六町

千住・尾久

39％
39％

13％

36％

30％

8％

8％
8％

9％

  入会の動機 

ＪＬが楽しかっ

た

リーダーへの

あこがれ

夏のキャンプに

行きたい

親の勧め

33％33％

17％ 17％

 研修会の魅力 

新しい仲間づくり

体験活動

講師の魅力

52％
40％

8％
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今
年
も
区
内
在
住
の
小
学
５
年
生
か

ら
中
学
３
年
生
ま
で
１
３
８
名
の
研
修

生
が
宿
泊
研
修
会
に
集
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
本
年
度
は
区
内
23
会
場
で
ジ
ュ

ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
を
開
催
し
、
約

６
５
０
名
の
小
学
４
年
生
～
６
年
生
が

受
講
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
１
８
７
名
の
小
学
生
が
キ

ャ
ン
プ
に
申
込
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
、
残
念
な
が
ら
施
設
の
都
合
37
名
が

参
加
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
37

名
の
分
ま
で
充
実
し
た
キ
ャ
ン
プ
に
し

よ
う
と
ス
タ
ッ
フ
一
同
心
が
け
て
い
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
キ
ャ
ン
プ
初
参
加
の
５
年

生
・
６
年
生
が
参
加
し
た
コ
ー
ス
「
ベ

ー
シ
ッ
ク
コ
ー
ス
」
と
、「
前
年
度
参

加
し
た
６
年
生
・
中
学
生
対
象
の
「
ア

ド
バ
ン
ス
コ
ー
ス
」
の
２
コ
ー
ス
に
分

か
れ
、
４
日
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

今
年
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
員
に

「
Ｔ
Ｔ
Ｐ
宣
言
」
と
い
う
も
の
を
さ
せ

ま
し
た
。
Ｔ
Ｔ
Ｐ
と
は
「
徹
底
的
に
パ

ク
れ
！
」
の
略
で
す
。
ト
リ
ン
プ
の
元

社
長
吉
越
浩
一
郎
氏
の
名
言
の
一
つ
で

す
。
他
人
・
他
社
の
良
い
と
こ
ろ
を
真

似
し
よ
う
。
と
い
う
意
味
で
す
。
同
学

年
の
リ
ー
ダ
ー
で
も
い
い
し
、
先
輩
リ

ー
ダ
ー
で
も
い
い
か
ら
自
分
に
な
い
も

の
が
一
つ
で
も
あ
っ
た
ら
、
そ
れ
を
ま

ず
真
似
し
よ
う
と
中
高
生
リ
ー
ダ
ー
に

伝
え
ま
し
た
。
ほ
か
の
リ
ー
ダ
ー
の
行

動
を
よ
く
観
察
す
る
こ
と
、
そ
れ
が
逆

に
研
修
生
た
ち
に
接
す
る
時
に
役
に
た

つ
の
で
す
。
リ
ー
ダ
ー
の
一
挙
手
一
投

足
を
研
修
生
た
ち
は
見
て
い
ま
す
。
そ

し
て
そ
れ
を
Ｔ
Ｔ
Ｐ
さ
れ
ま
す
。

　

実
際
に
見
ら
れ
て
い
る
と
い
う
意
識

が
自
分
を
成
長
さ
せ
て
く
れ
る
妙
薬
に

な
る
も
の
で
す
。
こ
の
サ
イ
ク
ル
が
約

50
年
前
の
小
学
生
が
楽
し
ん
だ
ゲ
ー
ム

も
今
の
小
学
生
も
楽
し
め
る
の
で
す
。

４
日
間
の
短
い
時
間
で
し
た
が
、
１
３

８
名
の
研
修
生
と
27
名
の
リ
ー
ダ
ー
が

大
き
く
成
長
で
き
た
の
は
、
こ
の
Ｔ
Ｔ

Ｐ
が
あ
る
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

我
々
の
行
動
も
リ
ー
ダ
ー
達
に
常
に

み
ら
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
鹿
浜　

安
弘
）

▲キャンプファイヤー
～燃えろよ燃えろ～

▲各班の発表風景 ▲流しそうめん　～すくえるかな？
（アドバンスコース）

「
Ｔ
Ｔ
Ｐ
宣
言
」

　
　
　
　
　

●
Ｊ
Ｌ
宿
泊
キ
ャ
ン
プ

ベーシックコースとは？    キャンプ参加 1 年目の子ども達

　（キャンプの基本、かまど、テント設営などを初めて学びます）

アドバンスコースとは？  キャンプ参加 2 年以上の  子ども達  

　（スーパー研で、かまど、テント設営は、学んでいるので、御殿場キャンプでは、 

炊さんもベーシックより多く、縁日の準備もしました）

初めての子ども達から憧れられるような？存在？を目標に 4 月から頑張っていました。
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  保護者の方に聞きました！

Ｑ１来年もまたキャンプに参加したいですか？ Ｑ１キャンプ後のお子様の様子に変化はありましたか？

%16たっあが化変%58いたし加参
%02たっかなは化変%0いなくたし加参
%91いならかわ%51いならかわ

Ｑ２「参加したい」と回答した理由は？

全部が楽しかった 34% コミュニケーション能力が向上した 27%
%52たっなに的極積%61たきでが達友
%22たっなにうよう伝手を事家どな理料%51き好がプンャキ
%81たっなにうよるきでをとこのり回の身で分自%41いし楽が事炊
%8他のそ%21いたりなにーダーリアニュジ

班長をやってみたい 6%
%3他のそ

参加したこどもたちに聞きました！

Ｑ２「変化があった」と回答した方で、どのような変化があ
りましたか？

キャンププログラム 8／1～8／4 

最終日 ３日目 ２日目 初  日 

ベーシック アドバンス ベーシック アドバンス ベーシック アドバンス ベーシック アドバンス 

起床 起床 起床 島根小学校集合 

朝の集い（荷物を持って） 朝の集い 朝の集い 出発式 

テント撤収、備品改修 朝食（ホットサンド） 朝食 （カートンドック） 国立中央青少年交流の家 着 

朝食（非常食） 選択プログラム 
ウォークラリー

班対抗ゲーム 入所式 

フィールドワーク (富士さんぽ・洞窟探検・ピザ作り） 昼食づくり 昼食 

 昼食 昼食（そうめん） テント講習・設営 

昼食 文化祭 みんなで発表会 フリータイム 縁日準備 かまど講習 

退所式 夕食 御殿場縁日 夕食作り 

国立中央青少年交流の家 発 キャンプファイヤー 片付け  シャワー シャワー 

ギャラクシティ 着 シャワー シャワー 係会議・班会議 班会議 

解散式 係会議・班会議 係会議・班会議   

 就寝 就寝 就寝 
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昭
和
37
（
１
９
６
２
）
年
6
月
、
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東

京
大
会
開
催
を
控
え
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
意
義
を
普
及
啓
発
す
る
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
と
し
て
、
ま
た
日

本
体
育
協
会
創
立
50
周
年
記
念
事
業
と

し
て
、「
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
ス
ポ

ー
ツ
す
る
こ
と
の
歓
び
を
提
供
す
る
」、

「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
青
少
年
の
こ
こ

ろ
と
か
ら
だ
を
育
て
る
組
織
を
地
域
社

会
の
中
に
つ
く
る
」
と
い
う
理
念
の
も

と
創
立
さ
れ
ま
し
た
。
組
織
の
本
部
は

日
本
体
育
協
会
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
東
京
都
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

が
昭
和
38
（
１
９
６
３
）
年
4
月
に
創

立
さ
れ
、
同
年
6
月
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

東
京
大
会
前
年
祭
の
記
念
パ
レ
ー
ド
に

参
加
し
ま
し
た
。
足
立
区
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
は
、
昭
和
40
（
１
９
６
５
）
年
10

月
に
創
立
と
な
り
ま
し
た
。

足
立
区
少
年
団
体
連
合
協
議
会
に
は
、

昭
和
41
（
１
９
６
６
）
年
少
連
協
創
立

と
同
時
に
加
盟
し
、
当
時
は
男
児
72
名
、

女
児
21
名
計
93
名
と
指
導
者
数
名
の
4

団
体
で
し
た
。

　

現
在
は
、
野
球
、
サ
ッ
カ
ー
、
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
、
空
手
道
、
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
の
5
競
技
種
目
27
団
体
、
子

供
８
０
０
名
、
指
導
者
２
２
０
名
程
度

で
推
移
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
東
京
都
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は

現
在
38
区
市
に
設
置
さ
れ
、
団
体
の

８
・
５
％
、
子
ど
も
の
10
・
８
％
、
指

導
者
の
８
・
３
％
を
足
立
区
が
占
め
て
、

活
動
し
て
い
ま
す
。

（
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

熊
澤　

秀
弘
）

　

今
回
は
、
例
年
と
違
い
、
落
語
家
で

大
正
大
学
教
授
の
「
金
原
亭
世
之
介
」

氏
を
お
招
き
し
講
演
形
式
で
行
い
ま
し

た
。
最
初
に
古
典
落
語
「
へ
っ
つ
い
幽

霊
」
を
一
席
披
露
に
よ
り
受
講
者
の
気

持
ち
を
ほ
ぐ
し
て
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ス
テ
ー
ジ
を
降
り
て
本
題
の

テ
ー
マ
「
挨
拶
の
バ
カ
力
！
」
を
参
加

者
に
協
力
し
て
頂
き
「
こ
と
ば
の
力
」

で
体
に
ど
の
様
な
変
化
が
見
ら
れ
る
か

試
さ
れ
、
嘘
で
し
ょ
う
と
思
う
変
化
で

し
た
。
言
葉
に
よ
る
力
で
身
体
の
変
化

や
考
え
方
に
及
ぼ
す
事
を
面
白
お
か
し

く
講
演
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

人
間
の
力
は
無
限
大
で
外
部
誘
導
に

よ
り
能
力
・
言
語
・
自
己
誘
導
を
起
こ

し
、
力
を
引
き
出
す
事
が
出
来
、
更
な

る
能
力
を
上
げ
る
為
に
は
、
ほ
め
て
上

げ
る
と
よ
い
そ
う
で
す
。
常
に
目
線
を

上
げ
る
事
に
よ
っ
て
話
を
聞
こ
う
と
す

る
行
動
や
叱
っ
た
ら
ほ
め
る
こ
と
が
大

切
で
、
無
理
に
誘
わ
な
い
で
楽
し
い
事

や
興
味
を
持
た
せ
る
事
が
、
子
ど
も
を

見
守
り
、
子
ど
も
会
を
発
展
・
維
持
す

る
こ
と
な
ど
を
講
演
で
学
び
ま
し
た
。

（
事
業
研
修
部
部
長　

多
島　

三
好
）　

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ま
で
後
一
年
！�

と
盛
り
上
が
っ
た
暑

い
夏
も
終
わ
り
、
朝
晩
が
涼
し
く
感
じ

ら
れ
る
秋
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

少
連
協
で
は
季
節
ご
と
に
様
々
な
行
事

が
あ
り
ま
す
が
、
前
半
の
メ
イ
ン
は

「
夏
の
宿
泊
キ
ャ
ン
プ
」
で
す
！

　

64
号
で
は
、
３
泊
４
日
で
た
く
ま
し

く
成
長
し
て
い
く
子
ど
も
た
ち
の
様
子

を
お
伝

え
し
て

い
ま
す
。

是
非
、

じ
っ
く

り
ご
覧

下
さ
い
。

編
集
後
記

▲講師　金原亭世之介師匠▲心身の調子を判断できる「オーリングテスト」の様子

子
ど
も
会
育
成
者
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
　

令
和
元
年
6
月
30
日（
日
）

﹁
挨
拶
の
バ
カ
力

ち
か
ら

！
﹂

少
連
協
と
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団


